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I はじめに

社会環境の変化にともない，秋田農村住民の生活様式

は大きく変貌している．この変化が循環器疾患の疾病構

造にどんな影響をあたえているかを検討する目的で，前

報1)2)は稲作農業の変遷とそれにともなう労働形態の変

化，ならびに，昭和38年以降13年間における循環器検診

所見，脳，心事故発生状況の推移を報告した．

本報は，食生活と，これを反映する血液生化学所見の

経年変化について述べる．

I 調査方法

A.調査地区

調査地区は，人口6,427名，世帯数I,346の乎地農村，

南秋田郡井川町である．

B.調査方法

1． 栄養調査
a,対象者

調査地区より30~66オの男女の中から昭和42年50名，

46年19名を任意抽出した．又，昭和48~51年は30~69オ

の循環器検診受診者の中から1,035名任意抽出した．

b,調査方法

食物摂取状況調査は， 昭和42年個人別買い上げ方法3)

で，昭和46年は個人別秤羅方式4)で， 昭和48年以降は個

人別面接聞きとり方式で実施した．個人別買い上げ方式

，個人別秤量方式では調査されていることを意識するた

め，被検者は調査期間中に日常より背伸びした動物性食

品の多い食事をとる5)ため， 買い上げ方式，秤簸方式で

把握される動物性食品摂取景1ま聞きとり方式に比べ，

魚，肉，卵，乳類でそれぞれ1.9倍，1.5倍，1.6倍，1.5

倍を示す5）．そこで，昭和48年以降の聞きとり方式によ

ぃ，昭和42年， 46年の動物性食品摂取量および動物性蛋

白，動物性脂肪摂取量を補正し，その数値で比較するこ

とにした． （その数値は表中に記入していない）

2. 血液生化学検査

a,対象者

同地区の循環器検診受診者の30~69オの男女で，昭和

38~41年2,514名， 46~49年2,155名． 50~5I年 1,426名

について行った．

b,検査方法

検査は，検診の行なわれる午前9時より午後3時まで

の問に随時採血した血液をもちいた．

へモグロビン値は，昭和38~41年では血液比重および

血漿比重よりヘモグロビン濃度を算出するためのノモグ

ラム6)をもちい算出し，昭和46年以降はシアンメトヘモ

グロビン法（日本商事ヘモキットーN使用）で測定した．

又，血清総蛋白濃度は日立蛋白計，血清コレステロール

は Zak-Henly変法で測定した．血清トリグリセライド

法は， 昭和40~45年では VanHandel Zilversmit変

法10)で， 昭和50年以降は Acetylacetone法11)12)で測

定した．

l[成 績

A.食生活について

l． 食品摂取量

各食品群のうち穀類，魚介類，肉類，卵類，乳類をと

りあげ，性別，年代別の経年変化を観察した．

a,男子について（表1，表2,表3,表4)

穀類の摂取黛は各年令｝習で昭和49年まで減少し，昭和

50年以降は変化がみられない．

魚介類の摂取覺は， 30オ， 40オ代では昭和50年以降も

増加がみられるが，これにたいし， 50オ以上の年令層で

る成績との比較にあたっては，かりにこの比較をもち は昭和4坑三以後はほぼ不変のままに経過している．
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表l. 栄養調査成績（男） 30~39オ

昭和42.l I 昭和46.6 l'昭和48.4~49.10 i 昭和50.4~51.10調査年月［

調査方法 I

例数 I

熱量 Cal| 

個人別買い上げ 1個人別秤董 1 個人別面接聞きとり！個人別面接聞きとり

たん白質
総蓋，＼

動物性 9I 

脂肪
総量， 1

動物性 9| 
コレステロール"g| 
糖質， 1

食塩， 1

穀類 9| 
砂糖類， 1

菓子類， 1

油脂類， 1

大豆・大豆製品"I 

みそ再掲~
緑黄色野菜， 1

その他の野菜・茸類 ，1 
つけもの再掲 9| 
果実類， 1

魚介類， 1

肉類 9| 
卵類"I 

乳類， 1

酒 9| 
炭水化物熱量比I
動物性たん白熱量比 I
動物性脂肪熱量比 I

アルコール熱量比 I

7 | 
2669 (833) I 

87.2c 32.7) I 

39. 7(17.2) I 

38.5(21.9) I 

14.0(9.4) I 

l 
488.6(164.0) I 

l 
566.4(171.3) I 

4.9(8.5) I 

51. 1c 93.8) I 

6.9(7.7) I 

73.4(33.0) I 

1 
63.7(62.1) 1 

284.4(157.5) I 

I 
117.0(114.8) I 

173.7(93.6) I 

55.3(79.3) I 

18. 1c 23.0) I 

63. 4(l l l.o) | 
12.9(34.0) I 

73.2 I 

5.9 I 
4.7 I 
o.5 I 

I SI I 73 

¥ 2349 c 467) ¥ 2479 (585) 

¥ 77.9(20.?) I 88.4(30.7) 

¥ 36.6(17.2) ¥ 46.1(26.3) 

¥ 38.7(23.1) ¥.  45.3(28.4) 

¥ 22.2c 17.7) ¥ 30.4(22.9) 

¥ 342.2(177. 7) I 475.9(292.0) 

¥ 350.8(84.7) ¥ 335.7(90.1) 

¥ 14.5(5.a) ¥ 16.9(7.8) 

| 383.5(102.2) | 395.4(152.6) 
1 。.ac 2.8) ¥ 2.4(7.4) 

I 23. 1(67.6) | 8.2(24. 1) 

1 6.1c 7.0) ¥ 4.ac 6.4) 

I 110.9(108.8) I 86.3(66.6) 
I 26.5(25.5) ¥ 37.8(21.9) 
I 69.9(58.6) ¥ 56.2(74.6) 

¥ 143.7(99.2) ¥ 159,3(108.4) 

¥ 43.5(54.6) I 59.1(61.9) 

I 129.3(169. 1) I 108.2(168. 7) 
I 113.3(74.1) I 151.8(U~ 

I 52.5(62.2) | 64.5(66.o) 
¥ 19.7(23.5) ¥ 37.2(44.5) 

¥ 61.6(125.5) ¥ 27.3(74.9) 

I 340.3(335.6) ¥ 394.6(394.8) 
| 59.7|  54.2 

¥ 6.2 ¥ 7.4 

¥ 8.5 ¥ 11.0 

¥ 14.1 I 15.4 

（ ） ：標準偏差，コレステロール例数：昭48.4.~49.10ー31: 昭50.4.~51.10.—5.6.

肉類の摂取量は， 30オ •50オ •60オ代では昭和49年ま

で増加がみられたが，昭和5碕三以後はその増加が停止し

ている． 40オ代では昭和50年以降も増加が続いている．

そして現在，肉類摂取量が多いのは30才， 40オ代で， 50

オ代がこれにつづき， 60オ代がもっとも少ない．

卵類の摂取量は， 30オ代では昭和50年以降も増加がみ
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表2. 栄養調査成績（男） 40~49オ

調査 年月l昭和42.1. ¥昭和46.6. 

調 査 方 法 1 個人別買い上げ 1 個人別秤巌

数| 5I 
熱量 Cal¥ 2599 (437) ¥ 2879 (768) 

総量'I¥ 85. 4(25. 8) I 
たん白質

動物性'I¥ 43.4(16.9) I 

総籠'I¥ 26.7(12.2) I 
脂肪I

動物性， I 10.2c 5.3) I 
コレステロール mgI I 

質， I 435.2(92.4) I 
塩'II I 
類， I 455.8(82.4) ¥ 

類 9| 2.o(4.5) 1 
類g| o(0)|  

類'II 8.4(6.5) I 
大豆・大豆製品 ，I 146.4(51.2) I 
みそ再掲， I I 

緑黄色野菜，¥ 69.6(70.5) I 
その他の野菜・茸類 g | 271.2(190.3) 1 
つけもの再掲， I I 

類， I 137.2(43.3) I 

類'II 215.0(94.5) I 
類， I 9.2c 20.6) I 
類， I 16.8(20.7) I 
類'I I 35.0(78.3) I 

酒'II 216.0(234.7) I 

炭水化物熱蓋比¥ 67.。 ¥ 60.3 
動物性たん白熱蓋比| 6.7 I 6.3 
動物性脂肪熱最比 1 3.5 I 4.8 

アルコール熱量比I 8. I I 10.6 
（ ） ：標準偏差， コレステロール例数：昭 48.4.~49.10.—35 昭50.4.~51.10.-114 
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昭和50.4.~51.10 

個人別面接聞きとり

例 151 

糖
一
食

434.1(123.3) 365.9(78.3) 

21.2(5.4) 14,5(4.5) 

穀
一
砂 糖 10.1(4.7) 

草 子

454.9(119.9) 

19.6(32.2) 

油 脂 18.6(13.7) 

75.1(43.6) 

33. !(15.0) 

昭和48.4.~49.10.I 
個人別面接聞きとり I

69 I 

2363 (432) I 
76.5(22.5) I 

33.5(19.6) I 

33.4(17.5) I 
17.9(13.4) 

358.3(208.8) 

408.4(128.8) 

1.0(2.8) 

18.7(38.4) 

5.8(8.0) 

111.1(80.9) 

45.4(27.7) 

291.9(101.2) 157.2(99.5) 

45,4(33.8) 66.2(78.4) 

果 実 14.9(34.7) 123.2(170.3) 

魚 介 187.4(134,5) 112.9(90.0) 

肉

82.4(61.0) 

56.3(66.0) 41.3(50.7) 

卵
一
乳

39.0(30.5) 

56.8(95.4) 

26.!(37.4) 

22.7(31.6) 38.5(98.5) 

315.9(289.5) 318.0(318.0) 

61.9 

2413 (670) 

87.6(29.0) 

45. !(23.7) 

37.9(24.1) 

24.6(21.8) 

419.8(297.5) 

343.9(107.3) 

14.8(5.9) 

384.5(141.3) 

!. !(5.6) 

10.2(37.1) 

3.6(5.5) 

103.3(92.5) 

35.8(22.5) 

73.3(95.5) 

145.2(121.0) 

52.2(56.1) 

85.4(132.2) 

142.8(101.2) 

64.9(83.7) 

29.7(40.9) 

43.0(102.0) 

370.2(385.0) 

57.0 

5.7 7.5 

6.8 9.2 

13.1 14.9 

られるが． 40オ以上では昭和49年まで増加したが．その

後は変化がみられない．

乳類の摂取量は，各年令層でおおむね不変のままであ

る．

昭和42年以降10年間に，摂取景が顕著に増加したのは

肉類で，これにつぐのが卵類である．魚介類の増加は30

-113-



表3. 栄養調査成績（男） 50~59オ

調査年月I
調査方法I
係数 1

I 

熱量 Cal

たん白質fhl : 

総量g
脂肪

ー動物性 g 

コレステロール mg

糖
一
食
一
穀
一
砂
一
菓
一
油

糖
一
子

脂

9

9

9

9

9

9

 

質
一
塩
一
類
一
類
一
類
一
類

大豆・大豆製品g

みそ再掲 9
! 

緑黄色野菜， 1

その他の野菜・茸類 ，1 
つけもの再掲， 1

果実類 9| 
魚介類 9| 
肉類 9| 
卵類 9| 
乳類， 1

酒 9| 
炭水化物熱量比 I

動物性たん白熱蓋比 I
動物性脂肪熱量比 I

アルコール熱董比I

―

―

一

[

-

'

―

-

1

―

―

―

 

7

、
J

O'

の

D

の

の

的

の

の

的

心

の

の

の

O

)

乃
の
Q
、

け

2

5

5

3

3

7

5

0

2

1

4

3

0

3

0

8

1

6

2

0

1

5

1

0

8

1

5

4

9

8

6

8

4

 

上

4

2

1

1

1

.

、

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

ー

し

6

6

8

9

1

1

1

7

7

6

9

7

7

6

0

7

1

9

．

買

7

1

0

1

8

4

3

L

9
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4

9

3
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2

0

1

5
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4

月

0

3

4

1

1

1

n
人

2

禾昭
個

昭和46.6. I 
個人別秤擾

12 I 

2861 (550) ¥ 

115.9(35.5) ¥ 

62.sc 15.4) ¥ 

66.1(27.3) ¥ 

39.0(21.6) I 

I 
392.4(108.5) I 

2s.1c 17.1) I 
417.6(130.4) I 
13.s(12.s) ¥ 

11.5(15.9) I 
18.9(12.0) ¥ 

I 

60.8(20.5) 

24.8(11.1) 

56.6(34.8) 

291.0(164.6) 

42.7(69.3) 

51.3(50.8) 

204.3(84.2) 

74.3(47.0) 

59.3(26.5) 

64.3(79.1) 

247.0(226.3) 

昭和50.4.~51.10

個人別面接聞きとり

107 

2212 (513) 

81.2(24.8) 

41.9 (22.5) 

35.1(21.3) 

22.1(18.6) 

389.9(279.1) 

313.5(96.5) 

15.0(6.1) 

346.2(132.7) 

1.6(5.4) 

10.4(33.3) 

3.0(5.1) 

100.2(92.8) 

36.2(21,4) 

72.4(68.1) 

167.6(162.9) 

60.7(71.8) 

117.9(171.1) 

133.9(92.7) 

51.0(56.3) 

33.3(39.1) 

52.6(127.5) 

339,6(332.0) 

54.9 56.7 

7.9 

3.9 

3.6 

8.9 

12.3 

8.4 

昭和48.4.~49.10 I 
個人別面接聞きとりI

60 I 

2168 cs12) I 
76.3(30.2) I 

36.8(27.6) 1 

29.7(13.9) I 
16.9(12.a) I 
263.6(238.8) I 
317.7(102.3) I 
1s.ac 7.1) I 
34~ 

1.sc 3.9) I 
6.7(17.9) I 
3.2(5.0) I 

106.3(77.a) I 
40.8(24.0) I 
81.7(93.7) I 
160.3(111.9) I 

54.4(40.4) I 
110.7(140.1) I 
122.sc103.3) 1 

48.0(44.8) I 
22.9(35.2) I 
21.3(71.3) I 
348.6(301.1) I 

58.6 1 

6.8 I 

7.0 ! 
15.6 I 

7.6 

9.0 

14.9 

（ ） ：標準偏差，コレステロール例数：昭48.4.~49.IO.―26,昭50.4.~51.10.—76. 

才， 40オ代でより大きくみられ，その増加がなお継続し

ている．
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表4. 栄養調査成敏（男） 60~69オ

調査 年月昭和42.1. I昭和46.6. 
調 査 方 法 1 個人別買い上げ 1 個人別秤撮

数| 3 

盤 CalI 2118 (71) I 
'I I 59.2(II.I) I 
g | 15.o(4.9) 
g | 21.8(5.2) | 
'I I 4.0(3. I) I 
訊g | 

質'II 362.oc 51.3) I 

塩， I I 
類'I1 381.0( 1.0) I 

類'II o c o)  I 
類g| o(O)  
類'II 2.1c 4.6) I 

大豆・大豆製品 'I I 90.3(19.6) I 
みそ再掲，I I 
緑黄色野菜'II 34.0(31.1) I 
その他の野菜・茸類 'I 1 257.3(64.3) I 

つけもの再掲， I I 
類'II 30.7(53.1) I 
頬， I !3s.oc 90.7) I 
類'I1 3.oc s.2) I 

類'II o c o)  I 
類'II o c o)  I 
'I I 210.0(289.3) I 

炭水化物熱盤比| 68.4 I 

動動性たん白熱批比| 2.s I 
動物性脂肪熱批比 I 1.7 1 

アルコール熱址比I 9.6 I 
（ ）標準偏差，コレステロール例数：昭48.4.~49.10.—25. 昭50.4.~51.10.—38. 

例

熱

総批
たん白質

動物性

総抵
脂肪

動物，I生

コレステロール

昭和48.4.~49.10 I I沼和50.4.~51.10
個人別面接聞きとり1個人別面接聞きとり

54 I 61 

1928 (490) I 2021 (606) 

66. 1c 17.o) I 
30.9(13.7) I 
23.7(11.9) I 
13.6(9.4) I 
266. 7(170.6) I 
294.3(95.7) I 
13.0(5.7) I 
313.7(114.7) I 

1.2c 4.4) I 

7竺ー21.3) | 
J.6(3.5) 

100.2c 74.6) I 
42.ac 16.9) I 
68.0(83.5) I 
130.4(125.3) I 
116.0(! 16.0) I 

123.3(158.7) I 

Ill.I(57.2) I 
32.3(38.4) I 
23.6(36.0) I 

31.6(94.3) I 
277.4(264.6) I 

I 
l 
l 
I 

75.6(24.0) 

36.1(18.6) 

26.8(15.9) 

15. l(13.2) 

345.0(252.8) 

糖 319.8(113.4) 

食 14.9(7.4) 

穀 331. 1(125. !) 

砂 糖

菓 子

14.0 

1.8(7.7) 

23.0(52.2) 

油 脂 2.9(6.1) 

98.8(81.8) 

42.8(25.0) 

99.8(113.1) 

158.6(137.1) 

56.0(57.1) 

果 実 132.0(176.8) 

魚 介 131.5(95.2) 

肉

卵

39.3(50.9) 

17.8(29.4) 

乳 25.7(67.9) 

酒 200.1(245.2) 

61. I 63.3 

6.4 7.1 

6.3 6.7 

9.6 
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b,女子について（表5，表6,表7,表8) 49年以前から不変のままである．

穀類の摂取量は， 30~59オ代では昭和49年まで減少 魚介類の摂取蓋は，ここ 10年間，各年令層とも変化が

し，その後は変化がみられない． 60オ代の摂取簸は昭和 みられない．

表5. 栄養凋査成績（女） 30~39オ

調
一
調
一
例

査
一
査

年
一
方

昭和 昭和46.6.

個人別秤量

量 CaII 

たん白質I総 董：

量， 1

, 1 

コレステロール mgl 
質，

塩， 1

類 9| 
類 9| 
類g

油脂類， 1

大豆・大豆製品， 1

みそ再掲可

緑黄色野菜， 1

その他の野菜・茸類 ，1 

つけもの再掲， 1

果実類 9| 
魚介類g

肉類， 1

卵類， 1

乳類， 1

酒 9| 
峯水化物熱量比I
動物性たん白熱量比 I
動物性脂肪熱量比I
アルコール熱量比l

熱

脂

動物性
! 

I総
肪，一

i動物性

糖
一
食

穀

砂
一
菓

糖

子

ー
1
ー
1
1
ー
1
|
1
-
|
l
ー
1
_
―
ー
1
-
|
_
1
|
1
|
1
ー
1
|
l

__ |
|
_
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．

い
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O
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双
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双
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（

紙

O

c

o

3

別、

O
c
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C
沃

（

（

•9357886920752838340 

0
 

2

lj

5

9

4

2

2

3

2

6

1

8

4

I

 

4

B

3

4

4

1

1

2

 

和

人

2

昭

個

月

法

数

72.5 

8. I 

3.3 

゜

昭和48.4.~49.10. 昭和50.4.~51.JO 

個人別面接聞きとり1 個人別面接聞きとり

57 I 36 

1818 c 431) I 1832 (409) 
66.7(16.7) I 74.6(19.1) 

29.9(13.4) I 37.6(17.4) 
36.9(20.2) I 32.6(16.9) 
18.4(15.2) I 18.7(16.9) 
376.4(230.9) I 398.6(242.5) 
299.4(69.4) I 303.7(77.1) 

13.7(5.4) I 14.4(4.9) 
299.2(76.3) I 316.7(119. 1) 
2.7(5.8) I 2.3(4.6) 
26.2(38.0) I 30.3(41.1) 
6.6(9.2) I 4.7(5.6) 
110.2c 84.2) I 103.1(82.7) 
40.8(2.5) I 31.0(19.4) 

68.6(60.5) I 72. 1c 58.3) 

161.2(111.7) I 162.3(118.4) 
56.3(29.3) I 45.2(38.9) 
193.6(159.6) 1 113.8(134.1) 

97.6(72.4) I I27.0(79.2) 
36.6(36.4) I 39.1(32.1) 

35.3(32.1) I 39.2(37.0) 
32.2(68.4) I 34.4(78.4) 
1.oc 4.3) I o c o)  
65.9 I 66.3 
6.6 l 8.2 
9. 1 I 9.2 
l 

（ ） ：標準偏差，コレステロール例数：昭48.4.~49.10.—35 昭50.4.~51.10.—32
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表6. 栄 養 調 査 成 績 （女） 40~49オ

調 査 年 月i 昭和42.1. I 昭和46.6. I 昭和48.4.~49.10., 昭和50.4.~51.10.
調 査 方 法 1 個人別買い上げ 1 個人別秤量 1 個人別面接聞きとり 1 個人別面接聞きとり

例 数 1 13 ¥ I 49 I 64 

熱 蓋 Cal¥ 1979 c 433) I | 1792 c 415) I 1823 (532) 
総 童 1I 70.4(19.0) I | 66.5(16.6) I 70.2(24.8) 

たん白質

動物性， 1 2s.oc 12.3) I 32.2(14.0) I 31.9(19.2) 
総 盤'II 29.3(11.3) I I 31.2c 14.0) ¥ 33.5(17.9) 脂 肪
動物性g| s.2c 4.4) ¥ I 15.0(9.7) I 17.4(14.3) 

コレステロール窟g| I 368.2(292.2) I 305.3(232.1) 
糖 質"I 367.3(so.o) I 306.4(85.3) I 304.3(96.2) 
食 塩g| I 12.4(4.2) I 13 9(5.2) 
穀 類 1I 406.2c1s3.6) I 304.9(86.5) I 333.9(137.4) 
砂 糖 類'II 5.6(12.?) ¥ 1.9(3.9) I 2.4(6.2) 
菓 子 類g| 32.oc 42.4) I 52.7(79.4) I 24.4(48.7) 
油 脂 類v-I 4.6(6.2) I 6.2c 7.5) I 6.2(7.4) 
大豆・大豆製品 'I I 107.8(39.8) I 79.3(83.1) I 76.3(63.9) 
み そ 再 掲 9| 33.5(2.1) I 29.0(18.2) 
緑黄色野菜， 1 35. 1 c 39. 4) I 65.8(86.6) I 103.8(88.6) 
その他の野菜・茸類 g 236.2(131.a) I 132.4(70.6) ¥ 151.7(90.7) 

つけもの再掲'II I 30.0(42.4) I 45.9(40.4) 
果 実 類 9| 141.2(95.3) I 198.8(215.8) I 120.8(157.7) 
魚 介 類g| 117.2c 70.9) I 109.1(65.0) I 107.3(87.9) 
肉 頬， 1 11.5(18.5) I 25.5(31.7) ¥ 35.2 (45.8) 

卵 類g| 24.5(23.2) I 35.8(39.3) I 21.3(29.8) 
乳 類g| 14.2(51.3) I 42.3(as.2) I 22.2(64.1) 
酒 'I I o c o)  I o.sc 2.3) ¥ 0 (0)  

炭水化物熱盤比 I 74.2 I 68.4 I 66.7 
動物性たん白熱最比 I 5.7 I 7.2 I 7.0 
動物性脂肪熱盤比 I 3.7 I 7.5 I 8.6 
アルコール熱最比 I

゜ I I 
（ ） ：標準偏差 コレステロール例数：昭48.4.~49.10.—35 昭50.4.~51.10.—62 
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表7. 栄喪調査成績（女） 50~59オ

調査年月 l

調査方法

例数

熱蟄 Cal

総謎， 1
たん白質
動物性g

総緻'II 
脂肪

動物，l生g

コレステロール mgI 

糖資'II 

食塩gl 
穀類， 1

砂糖類， 1
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油脂類，
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みそ再掲'II 

緑黄色野菜， 1

その他の野菜・茸類 ，1 
つけもの再掲g1 

果 実類g

魚介類g| 
肉類g

卵類， 1

乳類gl 

酒g1 
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動物性たん白熱量比 I
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禾沼
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昭和48.4.~49.10. I 昭和50.4.~51.10.

個人別面接聞きとり 個人別面接聞きとり

54 I 65 

1547 (392) I 1651 (482) 
58.9(18.1) 1 62.5(24.9) 

26.4(14.5) I 27.7(20.4) 

24. 1(12.6) I 27.7(18.9) 

9.2(8.4) I 12.5(11.?) 

253.7(183.2) I 283.5(241.6) 

268.8(67.4) I 281.6(81.7) 

12.4(4.6) ¥ 12.8(5.4) 

263.6(76. 1) I 309.3(102.7) 

4.8(11.0) I 1.8(4.2) 

36.0(77.O; I 25.5(44.0) 

5.4(7.6) I 6.3(7.5) 

95.4(60.8) I 74.6(58.1) 

23.3(9.0) I 30.8(15.3) 

60.1c 67.5) I 73.2(58.1) 

146.4(101.9) I 121.3(61.0) 

76. 6(100. 9) I 32. 5(32. 4) 

208.3(242.8) I 159.3(161.2) 

99.5(75.6) ! 106.3(76.3) 

21.1c 27.1) I 17.8(29.4) 

17.3(23.1) ¥ 20.5(27.8) 

29.4(so.2) ¥ 24.6(72.6) 

1.9(7.8) ¥ 5.9(44.7) 

69.5 j 68.2 
6.8 j 6. 7 
5.4 l 6.8 

（ ） ：標準偏差，コレステロール例数：昭48.4.~49.10.—34. 昭50.4.~51.IO.—59. 

- 118 -



表8. 栄 蒋 ,
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肉類の摂取贔は，各年令開で昭和49年まで増加した

が，その後は変化がみられない．そして，この増加は30

才， 40オ代でより明らかにみられた．

卵類の摂取量ぱ， 60オ代では不変のままであるが， 30

~59オ代でぱ昭和49年まで増加がみられた．

乳類の摂取量は，各年令層で昭和49年まで増加の傾向

がみられた．

このように，それぞれの食品摂取薩の変化は男子と似

た方向に進んでいる．そして，この変化が30才， 40オ代

でより明らかな点も男子と同様である．しかし，動物性

食品の摂取量増加が昭和50年以降はみられない点が男

子と異なる．

2. 栄養摂取量，熱量比

さぎに述べた食品摂取最の変化にともなう栄養摂取

量，熱量比についても，性別，年代別の経年変化につい

て観察した．

a.男子について

摂取熱量は各年令層とも， 10年間を通じ変化が見られ

なし‘•

糖質の摂取星は，各年令層で昭和49年まで減少がみら

れ，その後は変化を示さない．

動物性蛋白の摂取董は，各年令層とも昭和49年まで増

加がみられるが，昭和50年以降も増加が続いているのは

40オ代である．

動物性脂肪の摂取量は， 60オ代では昭和49年まで増加

し，その後は不変である．これにたいし， 30~59オ代で

ぱ昭和50年以降も引き続き増加がみられる．つぎに，炭

水化物，動物性蛋白，動物性脂肪の総熱量に対する熟景

比の推移について検討を試みた．

炭水化物熱量比は各年令層で，昭和49年まで減少し

た． 30才， 40オ代では昭和50年以降も引き続き減少を示

しており，特に， 30オ代では減少の程度が顕著である．

動物性蛋白熟量比，および動物性脂肪熱最比しまともに

30~59オでは昭和50年以降も増加が継続して見られる．

60オ代では両者の増加が昭和49年まで見られ，その後は

ほとんど変化していない．

b.女子について

摂取熱星および糖質摂取贔は30~59オで1ま賠和59年ま

で減少したが，その後は変化が見られない． 60オ代は昭

和49年以前から継続して不変である．

動物性蛋白および動物性脂肪の摂取鼠は，ともに昭和

49年まで各年令層で増加したが，その後は変化がみられ

なし‘•
炭水化物熱量比ぱ， 60オ代では，昭和49年以前から不

変のままであり， 50オ代では，やや減少の傾向がみられ

る． 30~40オ代では昭和49年まで減少したが，その後は

変化がみられない．そして，女子の炭水化物熱鼠比は各

年令陪で男子より高値を示している．

動物生蛋白熱星比は， 40~69オでは昭和49年まで増加

したが，その後は変化がみられない． 30オ代では昭和::,o

年以降も引き続き増加を示している．

動物性脂肪熱星比は， 40~69オ代では昭和49年以前よ

り継続して増加を示している． 30オ代は昭和49年まで増

加し，他の年令層に比べ，高いレベルのまま昭和50年以

降は増加が停止している．

以上，食品摂取最は穀類，魚介類，肉類，卵類，乳類

を中心に経年変化を観察した．栄養摂取盤として，摂取

熱鼠と，糖質・動物性蛋白・動物I生脂肪の摂取菫，なら

びに，炭水化物・動物性蛋白・動物性脂肪熱量比の経年

変化をみた．

その結果，穀類摂取贔の減少，動物性食品摂取撻の増

加が明らかである．動物性食品のうち，摂取童の増加が

著しいのは肉類で，卵類がこれに次ぎ，魚介類の増加は

軽微である．乳類は，女子で軽度に増加の傾向がみられ

たが明確な経年変化はみられない．

このような，食品摂取星の変化により，栄養摂取星，

栄旋摂取構成比率が変りつつある．この変化は女子より

男子に強く，変化の程度は若い年令層ほど大きいことが

蜆察された．

B.血液生化学所見

食生活が反映する血液生化学所見として，調査方法で

述べたごとく，ヘモグロビン値，血清総蛋白濃度，血清

コレステロール値，血清トリグリセライド値を取上げ，

年次別循環器検診受診者数の界女別，年代別の平均値に

よる経年変化をみた．

1．男子について

へモグロビン値（表9.)は， 40~49オ代では昭和49年

まで上昇したが，昭和50年以降は変化がみられない． 30

オ代しま昭和50年以降も継続して上昇がみられる．そし

て，昭和50~51年でば、 30オ代が最も高く，年令の増加

とともに順次低下を示している．

血液総蛋白濃度は， 50才， 60オ代では昭和50年以降は

上昇が見られないが， 30才， 40オ代ぱ昭和50年以降も引

き続き上昇が見られる．血清総蛋白濃度はヘモグロビ｀ノ

値と同様， 30オ代が最も高く，年令の増加とともに低下

を示す．

血附総コレステロール値（表11.)は， 30~69オの各年

令／習で昭和49年まで上昇したが，昭和50年以降は変化が

みられない．年令別のコレステロール値は昭和50年以降

では40オ代が最大値を示し， 50オ以上は順次低下を示し

てし、る．
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血清トリグリセライド値（表12.)は， 50代， 60オ代で

は継続して上昇している． 30オ， 40オ代は昭和50年以降

に急上昇し，50代，60オ代の乎均値より高値を示している

2. 女子について

へモグロビ‘ノ値（表13.)は各年令層で昭和49年まで上

昇したが，昭和50年以降は変化がみられない．そして，

50オ代が最も高く， 30才， 60オ代がこれに続き， 40オ代

がもっとも低い．

女子のヘモグロビン値は男子に比べ，明らかに低く，

とくに， 30才， 40オ代での差が顕著である．

血清総蛋白濃度（表14.)は， 60オ代は昭和49年まで上

昇し，昭和50年以降は変化がみられないが， 30~59オで

は昭和50年以降も引き続き上昇がみられる．年令別血清

蛋白濃度の平均値は年令の増加にともない上昇し， 50オ

代で頂点に達し， 60オ代て低下を示した．

男子との比較では， 30オ代はほぼ同値を示すが40オ以

上は各年令層で男子より高値を示している．

血清総コレステロール値（表15.)は， 40オ代は昭和50

年以降も引き続き上昇がみられるが，その他の年令層は

昭和49年まで上昇し，その後は変化を示さない．年令別

の平均値は年令の増加とともに上昇し， 50オ代で最高値

に達する．

男子と比較すると， 30オ代は男子より低値を示すが，

40オ代でほぼ同値となり， 50オ以上では明らかに男子よ

り高値を示している．

血清トリグリセライド値（表16.)は，各年令層で昭和

50年以降も継続して上昇を示している．

男子と異なり， 50オ代までは年令の増加とともに平均

値の上昇がみられる．そして， 30才， 40オ代は男子より

低いが， 50オ以上では男子より高値を示す．

表9.

＼ 年次

―̀― 
¥ --

＼ 例数平均値
年令 ¥¥----

30~39  

40~49  

50~59  

60~69  

-―—＿ヽ年次

こ30~39  
I 
40~49  

1 50 ~59  

I 60~69  

モ グ 口 ビ ン‘’

循
環
器
検
診
受
診
者

栄
養
凋
査
実
施
者

N 

昭和38

356 

275 

272 

191 

M 

年41
ロ

ー

ー

1

4

7

8

6

1

0

7

 

• 3
3

3

2

 

l

l

l

l

 

a 

値('I/de) 男

昭和46~49年 昭和50~51年

NIM J a ¥N¥MI  

1.131 3431 14.831 1.151 1801 15.05 

1.211 3211 14.641 1. 181 2381 14. 70 

1.281 2591 14. 281 I. 191 1641 14. 46 

1.341 2001 13.921 1.451 1521 13.71 

昭和48~49年 昭和50~51年

N I M I 。、 N I M I 

511 14.981 1.211 801 15.161 

661 14.711 1.201 1541 ]4.60 

561 14.181 1.131 llll 14.71 

511 14.061 1.071 611 14.02 

N ：例数 M ：平均値 び：標準偏差

o・ 

0.95 

1.17 

1.32 

1.33 

N M 6
 

o・ 

1.06 

1. 10 

1.35 

1.26 

表10. 血

ミ―-¥]二次

例数平均値

令-------

30~39  

40~49  

50~59  

60~69  

三、～ 年次

¥¥、例数平均値

年令 ~---—-
30~39  

40~49  

50~59  

60~69  

清

栄
養
調
査
実
施
者

公
a
租 蛋 白 濃 男

循
環
器
検
診
受
診
者

年
N 

昭和38

358 

278 

274 

194 

M 

41年

j 
7.22 

7.07 

7.07 

7.11 

a 

N M a 

度('l/dC) 

0.44 

0.43 

0.48 

0.43 

6

8

 

4

-

4

_

1

 

和

4
1
2
0
5
6
0
0

和

5
1
6
9
5
9
5
4

昭

3

3

2

2

昭

N 

N 

M 

M 

49年

j 
7.39 

7.32 

7.28 

7.30 

49年

I 

7.35 

7.28 

7. 17 

7.19 

(J 

6
 

―

―

-

1

,

1

 

4

3

0

7

3

6

9

2

 

44444434~ 

．

．

．

．

．

．

．

．

 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

N 

N 

昭和50

7 
180 

239 

163 

151 

昭和50

--l 
80 

154 

110 

61 

51年

M 

M 

年ー

I

-

5

―
ー
＿

1

＿

9

4

1

4

8

4

2

2

 

4

4

3

2

5

4

3

3

 

．

．

．

．

．

．

．

．

 

77777777~ 

o・ 

0.39 

0.43 

0.41 

0.44 

o• 

0.48 

0.45 

0.39 

0.43 

- 12l -



表ll． 血清総コ
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表13. ヘ モ グ ロ ビ ン' 値('I/dt) 女

I 喜診
ミ年令＼」暉豆竺ぬ

昭和38 ~ 41年 昭和46 ~ 49年 昭和50 ~ 51年

N I M I G N I M I G N I M | 6 
30~39  484 11.42 1. 16 373 12.27 1.45 155 12.50 1.20 

40~49  392 11.39 1.31 431 12.34 1.41 195 12.11 1.52 

者
50~59  322 l l. 53 1.02 347 12.57 1.20 171 12,70 1.16 

60 ～ 69 222 11.51 1.14 217 12.21 l.22 171 12.41 1.24 

ミ三｀ヽ、～ ］例数乎均値
昭和48 ~ 4咲F 昭和50 ~ 51年

畠 N I M I o・ N I M I o・ N I M I 6 

I 
年令 --

30~39  55 12.36 1.03 40 12.66 1.38 

40~49  49 12.50 1.38 76 12.33 1. 52 

50~59  50 12.74 l. 10 74 13.04 1.25 

60 ～ 69 41 12.32 1. 17 46 12.87 0.92 

N：例数 M：平均値 6 ：標準偏差
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表14. 血清総蛋白濃度('J/de) 女

>闊晨こ
昭和38 ~ 41年 昭和46 ~ 49年 昭和50 ~ 51年

N I M I (J N I M I 6 N I M I a 
30~39  487 7.28 0.43 373 7.381 0.43 152 7.46 0.39 

40~49  395 7.24 0.43 430 7.40 0.41 192 7.55 0.45 

者
50~59  325 7.36 0.41 346 7.50 0.39 168 7.60 0.43 

60 ～ 69 224 7.22 0.44 215 7.47 0.42 170 7.46 0.43 

ぺ-------¥`-----年次- 昭和48 ~ 49年 昭和50 ~ 51年

栄養 ＼＼、例数平均値
N ! M I 6 N I M I (J N I M I {J 

塁
年令 ----- l 

3 0~39  561 7.26 0.46 39 7.41 0.39 ， 40 ～ 49 49 7.32 0.41 75 7.53 0.51 

50 ～ 59 53 7.50 0.45 72 7.66 0.44 

60 ～ 69 43 7.33 0.46 46 7.54 0.53 

表15. 血清総コレステロール値(,nY/de) 女

闊口 昭和38 ~ 41年 昭和46 ~ 49年 昭和50 ~ 51年

N I M I 〇＇ N I M I 〇眉 N I M I 6 

園喜言
30~39  484 147.61 25.51 372 162.7 30.9 154 165.5 28.8 

40~49  392 156. 1 25.8 430 176.3 31.9 194 182.9 31. 7 

50~59  
323 I 167.1 29.7 346 192.8 32.8 171 197.2 31.3 

60 ～ 69 222 166.] 29.3 215 197.2 33.2 171 193.9 28.8 

年ミご令口＼～～～例~~数平均次値

昭和48 ~ 4咲F 昭和50 ~ 51年

畠 N --I M I 6 N I M I 6 N I M I (J 

I 30~39  55 165.2 26.0 40 169.81 28.6 

40~49  49 177.0 31.6 75 194.7 33.8 

50~59  53 190. 7 29.8 74 201.1 33.1 

60 ～ 69 431 188.9 32.7 46 197.4 27.7 

表16. 血清トリグリセライド値（町／d£) 女

文年令 、＼こ例ー数-乎-函-次面— 
昭和40 ~ 41年 昭和42 ~ 45年 昭和50 ~ 51年

N I M I 6 N | M I (J N I M I 6 
30~39  4 34.3 7.8 36 59.5 30.7 121 84.6 36.6 

40~49  45 52.7 27.0 111 74.6 37.7 181 100.4 45.4 

50~59  90 72.7 51.1 143 93.3 46.0 155 123.8 53.2 

60 ～ 69 64 59.8 26.3 119 93.1 45.0 159 113.6 55.4 

＝こ口—＼、~一例~数」平二均竺値 昭和50 ~ 51年

畠 N I M I 6 N I M I a N I M I <J 年令 ~——— 

i 30~39  32 89.0 45.8 

40~49  69 119.5 so.e 
50~59  71 126.9 53.E 

6C ～ 69 43 122.4 58..:2 
l 
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w まとめ

秋田農村の食生活は，ここ 10年間にかなりの変化を示

していが特に，穀類の摂取星が減少し，動物性食品の

摂取量が増加している．このため糖質の摂取量は減少

し，動物性蛋白，動物性脂肪の摂取最が増加した．その

結果，栄養摂取構成比率が変化している．この変化は女

子より男子に強くみられ，その度合は若い年令層ほど大

きいことが観察された．

食生活の変化にほぼ対応して血液生化学所見の変動が

みられる．すなわち，ヘモグロビン値，血清総蛋白濃

度，血清総コレステロール値はそれぞれ上昇を示した．

特に血清トリプリセライド値は大巾な上昇を示し，その

傾向が継続していることは注目される．
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